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は
じ
め
に

　

藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇
～
五
六
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
師
長
（
一
一
三
八
～
九
二
）

は
、
琵
琶
の
才
で
一
流
を
成
し
音
楽
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
は

波
乱
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
摂
関
家
に
生
ま
れ
十
代
で
公
卿
に
列
す
る
も
、
保
元
の
乱
で

父
が
敗
死
し
た
た
め
土
佐
国
に
配
流
さ
れ
、
多
感
な
青
年
期
に
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
後
に
許

さ
れ
朝
廷
に
復
帰
し
、
廷
臣
と
し
て
公
卿
議
定
に
参
画
、
太
政
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
が
、
平

清
盛
に
よ
る
「
治
承
三
年
の
政
変
」
に
よ
り
解
官
さ
れ
、
再
び
京
か
ら
追
放
さ
れ
尾
張
国
で

出
家
し
た
。
晩
年
に
は
許
さ
れ
て
京
に
戻
る
も
、
政
治
を
離
れ
琵
琶
の
道
を
究
め
、
そ
の
伝

授
に
腐
心
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
さ
に
混
乱
期
の
世
情
に
翻
弄
さ
れ
た
、
浮
沈
の
激
し

い
一
生
を
送
っ
た
人
物
と
い
え
よ
う
。

　

従
来
、
師
長
と
い
え
ば
「
琵
琶
」
が
連
想
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
突
出
し
た
才
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
政
治
的
に
は
無
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
音
楽
の
才

の
み
で
高
位
高
官
へ
の
昇
進
を
果
た
し
た
と
解
さ
れ
る
傾
向
が
人
物
評
の
主
流
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
評
価
に
対
し
、
樋
口
健
太
郎
氏
は
、
同
時
代
の
古
記
録
を
精
査
し
、
朝
儀
に
お
い

て
重
要
な
職
務
を
任
さ
れ
る
に
足
る
廷
臣
＝
「
有
識
」
の
公
卿
と
認
識
さ
れ
た
が
ゆ
え
の
結

果
と
す
る
新
た
な
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
自
身
も
父
頼
長
か
ら
政
務
の
手
腕
を
受
け
継
ぎ
、

後
継
者
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
頼
長
流
摂
関
家
」
の
復
活
を
目
指
す
動
向
を
明
ら

か
に
し
た
（
註
1
）。

　

師
長
の
生
き
た
平
安
時
代
末
期
・
十
二
世
紀
は
時
代
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
同
時
に
戦
乱

が
断
続
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
史
料
が
散
逸
な
ど
に
よ
り
限
定
さ
れ
る
と
い
う
研
究
上

の
難
点
が
あ
る
。
ま
た
、
後
継
者
に
恵
ま
れ
ず
断
絶
し
た
家
流
で
は
、
家
伝
の
記
録
や
文
書

の
残
る
可
能
性
が
低
く
、
師
長
の
研
究
も
多
分
に
漏
れ
ず
、
使
用
で
き
る
史
料
に
大
き
な
制

約
が
あ
る
。
そ
う
し
た
数
少
な
い
史
料
は
同
時
代
の
公
家
の
日
記
が
中
心
で
、
記
載
記
事
か

ら
事
績
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
人
物
像
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
も
っ
ぱ
ら
こ
う
し
た

古
記
録
に
依
拠
し
て
お
り
、
第
三
者
で
あ
る
記
録
の
記
主
の
主
観
に
よ
る
偏
り
は
否
め
な
い
。

　

い
っ
ぽ
う
、
古
文
書
の
伝
存
は
さ
ら
に
少
な
い
現
況
で
あ
る
。
現
存
す
る
師
長
差
出
の
書

状
正
文
に
つ
い
て
は
、
数
通
が
残
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
通
は
、
皇
居
三
の

丸
尚
蔵
館
に
収
蔵
さ
れ
る
自
筆
書
状
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
類
例
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
師
長
書
状
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
蓄
積
が
少
な
い
（
註
2
）。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
文
化
財
学
的
手
法
を
基
礎
に
、
こ
の
書
状
の
料
紙
分
析
や
状
態
観
察
を
行
い
、

次
に
本
文
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
作
成
さ
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
。
最
終
的
に
は
古
文
書

原
本
と
し
て
の
藤
原
師
長
書
状
の
歴
史
学
、
古
文
書
学
に
お
け
る
学
術
的
評
価
を
導
き
出
し

た
い
。

一
　
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
藤
原
師
長
書
状
の
概
要
─
料
紙
分
析
か
ら

　

限
ら
れ
た
師
長
書
状
の
正
文
の
な
か
で
、
自
筆
と
さ
れ
る
書
状
は
三
通
が
現
存
す
る
。
皇

居
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
の
書
状
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
近
衛
家
旧
蔵
で
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
に
近
衛
忠
熙
が
明
治
天
皇
に
献
上
し
た
品
々
に
含
ま
れ
る
。
皇
室
で
の
保
管

以
降
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
宮
内
庁
所
管
の
国
有
品
と
な
り
、
三
の
丸
尚
蔵
館
に
収

蔵
さ
れ
た
（
カ
ラ
ー
口
絵
1
・
2
）。
そ
の
他
は
、「
吉
田
履
一
郎
所
蔵
文
書
」
中
の
一
通

（
註
3
）、
個
人
蔵
の
消
息
一
通
（
註
4
）
が
伝
わ
る
。
師
長
を
伝
称
筆
者
と
す
る
書
状
は
関
戸

家
お
よ
び
徳
川
頼
貞
旧
蔵
の
各
一
通
（
註
5
）、「
保
阪
潤
治
所
蔵
文
書
」
中
の
一
通
（
註
6
）

が
、
書
状
で
は
な
い
が
自
筆
の
筆
跡
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
で
保
管
す
る
伏
見
宮
旧
蔵
資

料
の
な
か
の
『
啄
木
譜
』
の
「
文
治
三
季
二
月
廿
一
日
」
と
あ
る
自
筆
署
判
の
伝
授
奥
書
が

知
ら
れ
る
（
註
7
）。

　

尚
蔵
館
収
蔵
の
師
長
書
状
は
、
現
在
は
掛
幅
装
で
、
本
紙
周
囲
に
は
鮮
や
か
な
文
様
の
表

具
裂
が
使
用
さ
れ
る
（
カ
ラ
ー
口
絵
2
）。
こ
れ
は
他
の
近
衛
家
旧
蔵
の
掛
幅
装
に
も
見
ら

れ
る
、
所
謂
「
家
熙
表
具
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
当
主
近
衛
家
熙
が
選

藤
原
師
長
書
状
考
─
平
安
時
代
末
期
の
宣
旨
、
口
宣
案
を
め
ぐ
っ
て

髙 

梨
　 

真 

行
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び
、
使
用
し
た
表
具
で
あ
ろ
う
（
註
8
）。
ま
ず
は
概
要
を
左
記
に
示
す
。

【
藤
原
師
長
書
状
（
カ
ラ
ー
口
絵
1
参
照
）】

　

法　

量　

竪
二
九
・
七
×
横
五
〇
・
二
㎝

　

形　

状　

竪
紙

　

紙　

質　

楮
紙
（
檀
紙
）

　

時　

代　

平
安
時
代
後
期
・
一
二
世
紀

　

差
出
書　

師
長

　

宛　

所　
（
記
載
な
し
）

　

釈　

文　

�

口（
追
而
書
）宣

案
等
進
献
之
／
積（

本
文
）鬱

之
間
悦
承
候
了
、
／
抑
、
彼
御
札
加
一
見
候
了
、
／

此　

宣
旨
未
到
、
尤
不
／
審
候
、
到
来
候
者
、
不
日
可
／
下
知
候
、
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

七
月
二
日　
　
　

師（
藤
原
）長　

＊
／
は
改
行
を
示
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
第
二
節
以
降
で
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
先
ず
料
紙
分
析
に
つ
い
て

述
べ
た
い
（
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
は
表
1
参
照
）。
表
面
は
柔
ら
か
な
風
合
い
で
地
色
は

全
体
的
に
美
し
い
白
色
で
あ
る
。
透
過
光
下
で
の
観
察
で
は
、
現
状
、
本
紙
の
厚
さ
に
若
干

の
斑
が
視
認
で
き
る
た
め
、
相
剝
ぎ
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
斑
の
数
は
少
な
い
た
め
全

体
的
に
厚
さ
は
均
一
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
度
な
技
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
だ
（
上
手
な

仕
上
が
り
で
あ
る
）。
ま
た
樹
皮
片
や
繊
維
束
、
担に

な
い（

繊
維
の
寄
っ
た
部
分
）
は
極
め
て
少

な
く
、
地
色
の
白
さ
は
こ
れ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
表
装
時
の
裏
打
ち
に
よ
り
判
然
と

は
し
な
い
も
の
の
、
表
面
の
地
合
か
ら
見
て
、
本
来
は
厚
い
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
透
過
光
下
で
確
認
す
る
と
簀
の
目
及
び
糸
目
は
僅
か
に
観
察
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
簀

の
目
は
太
く
、
本
数
は
、
一
寸
（
三
・
〇
三
㎝
）
あ
た
り
で
約
一
八
本
で
あ
っ
た
。
糸
目
幅

は
約
四
㎝
で
、
こ
れ
ら
の
値
は
萱
簀
で
漉
か
れ
た
紙
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
竪
横
寸
法
は
横

が
五
〇
㎝
超
に
対
し
、
竪
が
三
〇
㎝
未
満
で
あ
る
点
、
ま
た
竪
横
比
か
ら
は
裁
断
が
想
定
さ

れ
る
。
平
安
時
代
後
期
の
料
紙
の
類
例
で
は
、
竪
横
比
が
約
一
対
一
・
七
か
ら
一
・
八
で
あ

り
、
一
般
的
に
は
竪
が
三
〇
～
三
五
㎝
、
横
が
五
〇
～
五
五
㎝
の
中
に
収
ま
る
場
合
が
多
い

（
註
9
）。
そ
し
て
師
長
書
状
の
墨
書
の
配
字
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
地
お
よ
び
端
奥
で
二
㎝

前
後
の
裁
断
が
考
え
ら
れ
、
と
く
に
地
部
は
そ
の
率
が
高
く
、
た
め
に
署
名
の
下
部
に
若
干

の
欠
失
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
竪
横
比
率
の
前
後
値
も
踏
ま
え
れ
ば
、
お
よ
そ
料
紙
の
本
来

の
寸
法
は
、
竪
三
〇
～
三
一
×
横
五
〇
～
五
二
㎝
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

顕
微
鏡
（
一
〇
〇
倍
）
を
用
い
た
透
過
光
下
の
観
察
で
は
、
繊
維
は
太
く
長
い
た
め
、
楮

の
特
徴
を
呈
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
密
度
も
高
い
が
、
繊
維
自
体
の
立
体
感
は
若
干
失

わ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
平
ら
に
伸
び
拡
が
る
（
図
1
・
2
）。
こ
う
し
た
像
は
打
紙
し
た

楮
繊
維
の
も
の
に
近
い
が
、
叩
き
方
は
や
や
緩
い
（
甘
い
）
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ご
く 図2　藤原師長書状・料紙拡大（顕微鏡230倍・反射光）

図1　藤原師長書状・料紙拡大（顕微鏡230倍・透過光）

文書名 藤原師長書状
収蔵 皇居三の丸尚蔵館
繊維の種類 楮
地色 白
地合 斑・微
繊維配向 天地（縦）
繊維束 極微
樹皮片 極微
非繊維物質 極微
填料 米粉・極微
硬さ 不明
簀の目 透視・18本
糸目 透 視・ 極 微・ 幅

4 . 1 cm
板目 表・無／裏・不明
刷毛目 表・無／裏・不明
紗目 無
加工 有（打紙・緩い）
備考 裁断繊維有、墨影

有、相剝ぎ
＊�簀の目の項目に表示した数値は、1寸（30.3mm）当りの

本数を示す

表1　�表面観察および透過光での顕微鏡観察
（100倍）による外見的特徴と分析結果
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一
部
で
あ
る
が
截
断
繊
維
が
視
認
さ
れ
、
米
粉
な
ど
の
塡
料
も
ご
く
少
量
が
含
ま
れ
て
い

た
。
繊
維
配
向
は
主
に
天
地
（
縦
の
流
れ
）
を
示
す
こ
と
か
ら
、
流
し
漉
き
に
よ
る
抄
紙
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
料
紙
の
表
面
に
残
る
柔
ら
か
な
風
合
い
と
、
顕
微
鏡
観
察
で
の
繊
維
に

立
体
感
が
な
く
高
密
度
で
拡
が
る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
軽
い
打
紙
加
工
が
施
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

書
状
表
面
の
反
射
光
下
の
観
察
で
は
端
か
ら
奥
の
全
体
に
か
け
て
、
薄
い
墨
影
が
認
め
ら

れ
た
。
判
読
は
困
難
だ
が
、
鏡
面
文
字
の
よ
う
に
反
転
し
て
見
え
る
。
そ
こ
で
撮
影
画
像
を

用
い
、
反
転
さ
せ
て
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
読
め
る
。

　
　

先
日
、
所
被
尋
仰
候
、

　
　

宣
旨
□
方
於　

禁
裏

　
　

仍
□
□
参
折
節
、
左
中
弁

　
　

殿
有
御
承
引
間
、
下
知
候
了
、

　
　

為
御
不
定
［　
　
　
　
　

］

　
　

可
□
人
候
、
恐
［　
　
　

］

　
　
　
　

七
月
十
□
□

　
　

□
［　
　
　
　
　

］

　

月
日
が
確
認
さ
れ
る
の
で
八
行
に
わ
た
る
書
状
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
反
転
し
た
墨
影
で
あ

る
点
、
ま
た
反
射
光
下
で
し
か
視
認
で
き
な
い
点
（
透
過
光
下
で
は
視
認
で
き
ず
）、
顕
微

鏡
で
の
観
察
に
よ
り
、
楮
繊
維
の
上
に
墨
の
付
着
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
（
図
3
）
か

ら
、
料
紙
表
面
に
墨
が
付
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
既
述
の
墨
影
は
墨
映
文
書

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
文
一
行
目
と
二
行
目
の
行
間
の
天
部
寄
り
、
お
よ
び
月
日
の
左
奥
寄
り
に
も
墨

影
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
既
述
の
反
転
墨
影
よ
り
も
小
さ
い
文
字
で
あ
り
、
ま
た
透
過

光
下
で
も
視
認
で
き
る
た
め
、
紙
背
の
墨
書
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
確
認
で
き
た
①
緩
い
打
紙
加
工
が
施
さ
れ
た
点
、
②
反
転
文
字
の
墨
影
が
あ
る

点
、
③
紙
背
に
小
さ
な
文
字
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
次
の
様
な
類
推
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
ま
ず
表
面
の
師
長
書
状
が
宛
所
へ
と
伝
達
さ
れ
通
信
目
的
を
終
え
た
後
に
書
状
は
反
古

に
さ
れ
た
。
次
に
受
け
取
っ
た
宛
所
側
で
、
料
紙
を
再
使
用
す
る
た
め
に
反
古
を
翻
し
、
紙

背
面
（
書
状
の
裏
面
、
白
紙
面
）
を
記
録
料
紙
と
し
て
調
整
す
る
た
め
、
書
状
面
（
表
面
）

に
、
他
の
反
古
に
し
た
書
状
の
表
面
を
合
わ
せ
、
裏
面
側
か
ら
打
紙
加
工
を
施
し
平
滑
化
さ

せ
た
。
そ
の
際
、
湿
気
を
含
ま
せ
た
影
響
で
、
合
わ
せ
た
一
方
の
書
状
の
文
面
が
師
長
書
状

の
表
面
に
付
着
し
て
転
写
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
滑
化
さ
れ
た
料
紙
の
裏
面
（
白
紙
面
）
を

記
録
の
料
紙
に
使
用
し
た
。
そ
し
て
後
世
、
記
録
面
（
裏
面
）
と
書
状
面
（
表
面
）
を
相
剥

ぎ
し
、
書
状
面
を
表
に
し
て
掛
幅
装
に
仕
立
て
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

以
上
、
表
装
の
た
め
料
紙
分
析
に
限
界
は
あ
る
が
、
白
く
柔
ら
か
な
風
合
い
を
持
ち
、
横

寸
法
が
五
〇
㎝
を
超
え
る
点
な
ど
、
平
安
時
代
後
期
の
書
状
料
紙
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

と
く
に
楮
の
截
断
繊
維
が
含
ま
れ
る
点
な
ど
、
中
世
に
お
け
る
上
級
廷
臣
に
使
用
が
許
さ
れ

た
、
質
の
高
い
大
型
の
檀
紙
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
（
註
10
）。
こ
れ
は
頼
長
流
摂
関
家
の
継

承
者
と
し
て
、
忠
通
流
の
近
衛
基
通
、
松
殿
基
房
と
次
期
摂
関
家
当
主
の
座
を
め
ぐ
っ
て

争
っ
た
師
長
が
使
用
し
た
料
紙
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

二
　
書
状
本
文
に
つ
い
て
─
書
札
礼
、
宛
所
の
検
討

　

次
に
師
長
書
状
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
気
分
が
晴
れ
な
い
時
分
に
、
宛
所
の
人
物

か
ら
の
書
状
を
受
け
と
っ
た
師
長
は
、「
彼
御
札
」
を
一
見
し
て
、
宣
旨
が
自
分
の
許
に
届

い
て
い
な
い
こ
と
に
不
審
を
抱
き
、
宣
旨
到
来
後
す
ぐ
に
も
下
知
す
る
と
回
答
し
た
返
信
で

あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、「
宣
旨
」、「
下
知
」、「
口
宣
案
」
の
語
か
ら
み
て
、
朝
廷

の
公
事
に
お
け
る
人
事
案
件
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
（
註
11
）、
当
事
者

図3　�書状料紙表面墨影部分拡大�
（顕微鏡100倍・透過光　地主智
彦氏提供）
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間
で
の
み
理
解
が
済
む
範
囲
で
交
わ
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
多
分
に
表
現
が
省
略
さ
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
主
意
を
理
解
す
る
の
は
や
や
困
難
で
あ
る
。
ま
ず
手
が
か
り
と
し
て
、
書

状
の
書
札
礼
を
確
認
し
て
み
る
。

　

料
紙
の
大
き
さ
に
対
し
て
字
は
大
き
め
で
や
や
崩
し
て
お
り
、
端
奥
の
余
白
が
裁
断
さ
れ

る
に
し
て
も
比
較
的
広
く
と
ら
れ
る
。
書
止
文
言
は
「
謹
言
」、
月
日
は
本
文
よ
り
も
三
字

程
下
げ
た
位
置
か
ら
書
き
始
め
て
お
り
、
日
下
も
二
・
三
字
分
空
け
、「
師
長
」
と
諱
で
署
名

す
る
。
端
で
は
追
而
書
が
本
文
の
文
字
よ
り
も
や
や
小
さ
く
、
地
寄
り
の
位
置
で
書
か
れ

る
。
全
体
的
に
見
て
、
書
札
礼
は
尊
大
、
薄
礼
と
い
え
る
。
宛
所
を
欠
く
が
、
師
長
よ
り
も

下
級
者
に
宛
て
た
返
書
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
書
状
中
の
語
に
着
目
し
て
み
る
。「
彼
御
札
」
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
彼
」
を
付
す
こ

と
か
ら
、
宛
所
の
人
物
が
師
長
に
書
い
て
送
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
人
の
書
状
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
の
見
立
て
通
り
「
宣
旨
」、「
下
知
」、「
口
宣
案
」
の
語
か
ら
、

「
彼
御
札
」
の
内
容
も
私
信
で
は
な
く
、
朝
廷
で
の
公
事
（
政
務
）
に
関
連
し
た
も
の
と
連

想
さ
れ
る
。

　

で
は
、
師
長
が
言
う
、
宣
旨
が
手
元
に
届
か
な
い
と
の
意
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
、
宣
旨
と
は
朝
廷
の
太
政
官
で
作
成
さ
れ
る
文
書
の
一
種
で
あ
る
。
天
皇

ま
た
は
院
（
治
天
の
君
）
の
意
向
を
承
け
た
蔵
人
職
事
（
蔵
人
頭
及
び
五
位
蔵
人
を
指
す
）

が
、
そ
の
案
件
の
担
当
上
卿
に
伝
え
る
際
、
内
容
を
簡
便
に
記
し
て
作
成
す
る
の
が
口
宣

（
口
宣
送
状
ま
た
は
口
宣
書
下
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
、
上
卿
が
外
記
局
ま
た
は
弁
官
局

に
下
知
し
て
（
こ
れ
を
宣
下
ま
た
は
上
卿
宣
と
い
う
）、
外
記
ま
た
は
史
が
執
行
内
容
を
略

記
し
た
文
書
を
作
成
す
る
が
、
こ
れ
が
宣
旨
（
こ
れ
を
外
記
宣
旨
ま
た
は
弁
官
局
の
官
宣
旨

と
呼
ぶ
。
狭
義
の
意
味
で
の
宣
旨
を
指
す
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
師
長
の
活
躍
し
た
平
安
時
代
後
期
で
は
、
こ
の
「
口
宣
」
の
こ
と
を
、
し
ば
し
ば

「
宣
旨
」
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
た
よ
う
だ
。
次
の
史
料
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
　

十
二
日
、
晴
、
午
後
陰
雲
起
、
申
刻
許
雷
雨
、
自
蔵（

藤
原
重
方
）

人
木
工
頭
許
下
宣
旨
二
枚
、

　
　
　

女（
三
条
琮
子
・
実
房
姉
）

御
殿
合
爵
申
文
一
通
、
下
大
外
記
師（

中
原
）尚

了

　
　
　

�

伊
賀
供
御
所
預
兼
元
等
申
文
一
通
、
副
御
□
□
押
□
雑
物
注
文
□
下
右
少
弁
信（

平
）範

了
、（
註
12
）

　

三
条
実
房
（
一
一
四
七
～
一
二
二
五
）
の
許
に
蔵
人
藤
原
重
方
か
ら
女
御
三
条
琮
子
の
合

爵
（
官
職
へ
の
推
挙
権
を
返
上
す
る
代
わ
り
に
、
よ
り
実
入
り
の
あ
る
年
爵
を
一
名
分
増
加

さ
せ
る
特
権
）
お
よ
び
、
某
兼
元
の
伊
賀
供
御
所
預
職
補
任
申
文
（
推
薦
状
）
に
関
す
る
指

示
が
宣
旨
で
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
外
記
中
原
師
尚
と
右
少
弁
平
信
範
に
下
し
た
と
あ

る
。「
宣
旨
」
と
記
載
さ
れ
る
が
、
員
数
は
「
枚
」
で
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
口
宣
」
に

近
い
機
能
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
末
期
に
口
宣
と
宣
旨
は
類
似
す
る
も
の

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

（
前
略
）
蔵
人
左
少
弁
行（

藤
原
）隆

参
左（

大
炊
御
門
経
宗
）

府
、
下
口
宣
三
枚
、
令
陸
奥
国
住
人
秀（

藤
原
）衡

追
罰
頼（

源
）

朝
、
有
其
功
労
者
可
加
不
次
賞
、
一
枚
令
越
後
国
住
人
資（

城
）永

追
罰
頼
朝
事
、
一
枚
宗（

平
）盛

卿
令
補
五
畿
内
幷
近
江
・
丹
波
等
惣
管
事
、
是
天
平
三
年
例
云
々
、
親
王
任
此
職
云
々
、

相（
大
炊
御
門
経
宗
）

府
示
給
云
、
両
人
追
罰
使
事
、
外
聞
可
有
思
慮
事
也
、
以
彼
家
下
文
可
下
知

歟
、
蒙
別
宣
旨
了
、
有
其
功
者
、
彼
等
又
如
何
、
早
破
ゝ
ゝ
、（
後
略
）（
註
13
）

　

左
大
臣
大
炊
御
門
経
宗
（
一
一
一
九
～
八
九
）
の
許
に
蔵
人
藤
原
行
隆
が
参
り
、
富
士
川

の
戦
い
で
敗
北
し
た
平
氏
政
権
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
朝
廷
は
源
頼
朝
追
討
を
奥
州
の
藤
原
秀

衡
に
命
じ
、
功
績
に
応
じ
て
報
償
す
る
件
と
、
越
後
国
の
城
資
永
に
も
頼
朝
追
討
を
命
じ
る

件
、
さ
ら
に
平
宗
盛
を
五
畿
内
惣
管
職
に
補
任
す
る
三
件
に
つ
い
て
口
宣
を
下
し
た
が
、
経

宗
は
、「
追
討
宣
下
に
関
し
て
は
外
聞
を
憚
り
、（
朝
廷
の
官
宣
旨
で
は
な
く
）、「
彼
家
＝
平

氏
」
の
決
定
と
し
て
、
秀
衡
や
資
永
に
は
平
氏
の
下
文
に
よ
っ
て
命
じ
る
べ
き
で
（
不
首
尾

の
場
合
の
朝
廷
の
威
信
低
下
を
考
慮
し
て
）、
そ
の
件
は
別
に
宣
旨
を
得
た
。
ま
た
秀
衡
や

資
永
に
実
際
に
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
（
朝
廷
が
報
償
す
る
べ
き
な
の

か
）、
こ
の
よ
う
な
口
宣
は
す
ぐ
に
も
破
棄
す
べ
き
だ
」
と
す
る
意
見
を
伝
え
た
。

　

こ
こ
で
「
口
宣
」
を
承
け
た
経
宗
は
、
別
の
「
宣
旨
」
を
得
た
と
し
た
。
先
に
見
た
「
宣

旨
」
も
こ
の
「
口
宣
」
も
、「
枚
」
単
位
で
出
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
機
能
と
し
て
近
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

そ
も
そ
も
「
宣
旨
」
と
は
本
来
口
頭
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
上
位
者
が
命
令
を
下

位
の
者
に
指
示
し
た
際
に
、
下
位
の
者
が
自
身
の
備
忘
の
た
め
に
書
き
留
め
た
も
の
に
由
来

す
る
。
そ
の
た
め
下
位
の
者
は
執
行
に
際
し
、
別
途
こ
れ
を
命
じ
る
文
書
を
新
た
に
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
利
便
性
を
優
先
し
て
こ
の
書
き
留
め
た
文
書
を
そ
の
ま
ま

送
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
口
頭
で
の
命
令
内
容
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
「
宣
旨

書
」
と
も
呼
ば
れ
た
（
先
に
見
た
実
房
や
経
宗
に
下
さ
れ
た
「
宣
旨
」
は
こ
の
「
宣
旨
書
」
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を
指
す
と
思
わ
れ
る
）。
厳
密
に
は
、「
口
宣
」
は
「
宣
旨
書
」
と
は
異
な
る
文
書
で
あ
る

が
、「
口
宣
」
も
天
皇
・
院
（
上
位
者
）
の
意
向
を
承
っ
た
際
に
、
蔵
人
職
事
（
下
位
の
者
）

が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
広
義
で
の
「
宣
旨
」
の
一
種
に
含
ま
れ
る
た
め
、
こ
の

時
代
に
お
い
て
は
宣
旨

≓

口
宣
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
宣
旨
書
と
口
宣
の

関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
既
述
が
あ
る
。

（
前
略
）
何口

宣
事様

ノ
宣
旨
ヲ
職
事
ハ
口
宣
ニ
書
候
哉
、
命
云
、
惣
口
宣
可
書
也
、
消
息
ハ
藝〔

褻
〕

事
也
、
凡
ハ
為
後
代
可
為
証
拠
之
宣
旨
、
口
宣
可
書
歟
、
予
云
、
口
宣
者
模
書
職
事
之

状
、
只
書
我
判
所
、
弁
之
許
可
遣
歟
、
口
宣
ニ
書
天
下
外
記
事
不
候
歟
、
如
何
、
答

云
、
外
記
・
内
記
ハ
各
召
里
亭
可
仰
也
、
或
又
下
職
事
書
状
天
、
此
定
可
宣
下
之
由

仰
、
又
例
也
、
予
又
云
、
召
外
記
事
、
以
消
息
大
外
記
之
許
可
示
候
歟
、
命
云
、
可
然

諸
大
夫
書
消
息
可
遣
也
、
有
障
之
時
、
召
進
少
外
記
也
、
消遣

外
記
許
奉
書
礼
事

息
之
状
云
、
可
被
仰
下
事

候
、
只
今
可
令
参
入
給
、
若
有
御
障
者
、
可
令
召
進
六
位
外
記
給
者
、
依
新
大
納
言
殿

御
消
息
、
執
啓
如
件
、
謹
上
大
外
記
殿
ト
可
書
也
、（
後
略
）（
註
14
）

　

こ
の
記
事
は
、
陣
座
の
仗
儀
出
席
の
た
め
参
内
し
た
三
条
実
房
が
、
蔵
人
の
到
着
が
遅
れ

て
い
た
た
め
、
先
に
座
に
着
い
て
い
た
左
大
臣
経
宗
に
、
上
卿
を
勤
め
る
に
あ
た
り
、
日
頃

の
公
事
に
関
す
る
先
例
に
お
け
る
疑
問
に
つ
い
て
質
問
し
た
際
の
や
り
と
り
の
一
つ
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
内
容
の
宣
旨
に
つ
い
て
蔵
人
は
口
宣
に
書
く
の
か
（
上
卿
に
伝
え
る
の

か
）
と
の
実
房
の
問
い
に
、
経
宗
は
「
一
般
的
に
は
（
全
て
）
書
く
」
と
し
、
蔵
人
が
口
宣

で
は
な
く
消
息
で
も
っ
て
上
卿
に
伝
え
る
の
は
「
褻
事
」
つ
ま
り
慣
行
で
あ
り
、
後
々
の
証

拠
と
し
て
残
す
た
め
の
案
件
は
口
宣
に
書
く
べ
し
と
回
答
し
、
そ
の
他
、
外
記
・
内
記
へ
の

伝
達
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
指
示
を
与
え
た
。
つ
ま
り
こ
の
当
時
、
公
卿
の
間
で
は
、
宣

旨
書
と
口
宣
は
近
似
す
る
文
書
と
す
る
認
識
の
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
。

　

そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
師
長
書
状
に
あ
る
「
宣
旨
」
を
「
宣
旨
書

≓

口
宣
」
に
読
み

替
え
れ
ば
、
そ
の
未
達
に
不
審
を
抱
き
、
到
来
後
に
直
ち
に
下
知
す
る
と
い
う
師
長
の
立
場

は
、
ひ
と
ま
ず
は
上
卿
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
宛
所
は
「
宣
旨
書

≓

口
宣
」
を
送
る

立
場
の
者
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
返
信
の
相
手
は
蔵
人
職
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
仮
説
を
も
と
に
、
次
に
こ
の
宛
所
の
人
物
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
こ

の
書
状
の
紙
背
が
記
録
料
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
点
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
今
ひ
と
つ

留
意
す
べ
き
は
、
書
状
自
体
が
摂
関
近
衛
家
に
伝
来
し
た
点
で
あ
る
。

　

摂
関
家
は
政
務
の
家
で
あ
り
、
五
摂
家
の
一
つ
近
衛
家
の
史
料
の
多
く
を
所
蔵
す
る
陽
明

文
庫
に
は
、
朝
廷
で
の
公
事
に
関
す
る
多
く
の
記
録
類
が
残
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
摂
関
家

の
家
司
（
家
政
機
関
の
職
員
）
の
家
の
記
録
も
含
ま
れ
る
。
特
に
摂
関
家
歴
代
当
主
に
仕
え

た
高
棟
流
平
氏
は
「
日
記
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
各
当
主
が
日
記
を
残
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
平
安
時
代
後
期
の
政
治
史
を
知
る
う
え
で
の
重
要
な
史
料
と
し
て
、

摂
関
家
の
藤
原
忠
実
（
一
〇
七
八
～
一
一
六
二
）、
忠
通
（
一
〇
九
七
～
一
一
六
四
）、
近
衛

基
実
（
一
一
四
三
～
六
六
）、
松
殿
基
房
（
一
一
四
五
～
一
二
三
〇
）
に
仕
え
た
平
信
範

（
一
一
一
二
～
八
七
）
の
日
記
『
兵
範
記
』
が
著
名
で
あ
る
。
こ
の
記
録
の
料
紙
は
ま
た
、

そ
の
多
く
に
紙
背
文
書
が
あ
り
、
反
古
紙
を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
紙
背
文
書

の
多
く
は
信
範
宛
て
の
文
書
が
占
め
、
特
に
叙
位
、
除
目
に
際
し
て
の
申
文
な
ど
、
信
範
が

蔵
人
頭
で
あ
っ
た
期
間
に
出
さ
れ
た
も
の
が
集
中
す
る
（
註
15
）。
ま
た
信
範
は
記
録
を
執
筆

す
る
際
に
、
反
古
紙
二
枚
を
表
面
で
合
わ
せ
、
筆
の
滑
り
が
良
く
な
る
よ
う
打
紙
加
工
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
註
16
）。

　

師
長
書
状
の
顕
微
鏡
に
よ
る
透
過
光
下
の
観
察
で
も
打
紙
加
工
に
類
似
す
る
像
が
看
取
さ

れ
た
の
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
（
註
17
）。
そ
こ
で
仮
説
を
踏
ま
え
れ
ば
、
師
長
と
同
時
代
人

で
あ
っ
た
平
信
範
の
許
に
届
い
た
師
長
書
状
の
紙
背
を
利
用
し
て
、『
兵
範
記
』
の
料
紙
と

し
て
再
利
用
し
た
と
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
書
状
の
表
装
は
「
家

煕
表
具
」
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
師
長
書
状
は
『
兵
範
記
』
の
紙
背
文
書
と
し
て
、
信
範
の

主
近
衛
家
に
伝
来
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
書
状
の
価
値
を
見
出
し
た
近
衛
家
煕
の
頃
に
相

剝
ぎ
さ
れ
て
、
日
記
と
師
長
書
状
と
が
分
離
さ
れ
、
書
状
の
方
が
掛
幅
装
に
仕
立
て
ら
れ
た

と
す
る
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
（
註
18
）。

　

次
い
で
「
彼
御
札
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
ど
ん
な
立
場
の
者
が
「
彼
御

札
」
を
書
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
師
長
が
一
読
し
た
上
で
、
宣
旨
の
未
達
に
つ
き
不

審
と
の
意
見
を
伝
え
、
到
来
後
の
速
や
か
な
下
知
を
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、

「
彼
御
札
」
は
、
宣
旨
に
記
さ
れ
た
、
朝
廷
で
の
公
事
案
件
に
つ
い
て
、
宛
所
に
推
定
さ
れ

る
蔵
人
職
事
に
進
捗
を
尋
ね
る
か
、
ま
た
は
執
行
を
催
促
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
れ
を
承
け
、
蔵
人
職
事
は
担
当
上
卿
の
師
長
へ
、
自
身
の
書
状
に
「
彼
御
札
」
を
副

え
て
送
っ
た
の
だ
ろ
う
。
受
け
取
っ
た
師
長
は
、
蔵
人
職
事
の
書
状
と
と
も
に
「
彼
御
札
」

が
送
付
さ
れ
た
て
き
た
こ
と
か
ら
、
公
事
案
件
未
執
行
の
責
任
が
自
分
に
向
け
ら
れ
、
自
身
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へ
の
非
難
や
催
促
の
意
が
あ
る
と
解
し
、
そ
も
そ
も
正
式
に
案
件
執
行
を
命
じ
た
宣
旨
が
届

か
な
い
の
に
催
促
さ
れ
る
事
を
不
審
に
思
い
、
蔵
人
職
事
へ
反
論
し
た
の
が
こ
の
書
状
の
主

旨
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

こ
の
「
彼
御
札
」
を
書
き
、
蔵
人
職
事
へ
進
捗
確
認
ま
た
は
催
促
を
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
天
皇
や
院
、
女
院
ま
た
は
摂
関
家
当
主
な
ど
の
周
辺
の
人
物
が
措
定
さ
れ
る
。
仮
に
天

皇
や
院
、
摂
関
が
直
接
蔵
人
に
指
示
し
て
送
っ
た
の
な
ら
、「
叡
慮
」
や
「
御
気
色
」
な
ど

の
語
に
よ
り
意
向
の
存
在
を
明
示
す
る
か
、
ま
た
は
明
文
化
せ
ず
暗
に
示
す
や
り
方
を
取
る

の
が
当
時
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
は
単
に
「
御
札
」
と
あ
る
の
で
、
差
し

出
し
は
一
般
廷
臣
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
蔵
人
職
事
か
ら
師
長
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
に
副
え
ら

れ
た
と
す
る
、
筆
者
の
仮
説
を
鑑
み
れ
ば
、「
彼
御
札
」
を
書
い
た
人
物
は
、
師
長
に
送
付

し
た
蔵
人
職
事
と
は
別
の
蔵
人
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
で
、
天
皇
や
院
、
女
院
、
摂
関
家
当

主
の
近
臣
や
側
近
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
蔵
人
職
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
持
ち
、
か

つ
分
掌
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
他
の
蔵
人
が
書
状
を
出
す
の
は
不
自
然
さ
が
残
る
。

　

こ
こ
で
蔵
人
と
い
う
と
天
皇
側
近
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
れ
は
天
皇
親
政
に

際
し
て
の
有
様
で
あ
る
。
院
政
下
に
お
け
る
蔵
人
は
、
建
前
と
し
て
は
天
皇
の
意
を
奉
じ
る

が
、
実
質
的
に
は
治
天
の
君
た
る
院
の
意
向
を
承
け
、
上
卿
へ
の
伝
達
を
行
っ
て
い
た
。
筆

者
は
「
彼
御
札
」
を
蔵
人
職
事
に
出
し
た
の
は
、
同
僚
の
他
の
蔵
人
で
は
な
く
、
蔵
人
所
よ

り
上
位
に
あ
る
者
の
近
臣
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
し
か
し
意
向
の
主
は
近
臣
自
身
で
は

な
く
主
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
宣
旨
を
下
す
こ
と
が
話
題
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

実
質
的
に
案
件
は
天
皇
・
院
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
、
太
政
官
で
の
執
行
が
検
討
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

以
上
、
こ
の
仮
説
に
基
づ
き
、
書
状
の
内
容
を
今
一
度
整
理
し
て
み
た
い
。
師
長
書
状
が

『
兵
範
記
』
の
紙
背
と
す
る
仮
説
に
立
て
ば
、
書
状
は
平
信
範
に
宛
て
ら
れ
た
と
す
る
の
が

自
然
で
あ
る
。
貴
人
の
近
臣
が
、
公
事
案
件
の
未
執
行
に
不
満
を
持
つ
主
人
（
場
合
に
よ
っ

て
は
院
自
身
か
も
し
れ
な
い
が
）
の
意
を
承
け
「
彼
御
札
」
を
書
い
て
蔵
人
頭
平
信
範
に
送

り
、
信
範
は
院
（
治
天
の
君
＝
蔵
人
と
し
て
の
信
範
の
活
動
期
間
を
考
え
れ
ば
、
後
白
河
院

と
な
る
）
へ
奏
上
し
、
院
よ
り
進
捗
確
認
か
執
行
催
促
な
ど
が
指
示
さ
れ
、
信
範
は
自
身
の

書
状
を
し
た
た
め
公
事
案
件
担
当
の
上
卿
で
あ
っ
た
藤
原
師
長
に
そ
の
進
捗
確
認
か
執
行
を

命
ず
る
催
促
を
行
い
、
同
時
に
「
彼
御
札
」
を
副
え
て
送
っ
た
。
信
範
か
ら
書
状
と
「
彼
御

札
」
を
受
け
取
っ
た
師
長
は
、
こ
れ
ら
を
一
読
し
、
執
行
の
遅
れ
に
つ
い
て
催
促
す
る
院
の

意
向
を
知
る
も
、
そ
も
そ
も
正
式
に
執
行
を
命
じ
る
宣
旨
自
体
が
自
身
へ
未
達
な
た
め
（
正

式
に
通
達
さ
れ
て
い
な
い
案
件
に
つ
い
て
催
促
さ
れ
る
の
は
）
甚
だ
不
審
で
あ
る
。
届
き
次

第
、
速
や
か
に
外
記
ま
た
は
弁
官
に
下
知
す
る
（
宣
下
す
る
）
と
反
論
し
て
信
範
に
回
答
し

た
返
信
と
な
ろ
う
。
ま
た
宛
所
が
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
掛
幅
装
に
仕
立
て
た
際
の
裁
断
で

は
な
く
、
あ
え
て
奥
に
記
さ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
書
状
自
体
の
宛
所
は
蔵
人

頭
平
信
範
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
回
答
す
べ
き
相
手
は
、
後
白
河
院
や
「
彼
御
札
」
の
送

り
手
の
近
臣
や
そ
の
背
後
に
あ
る
貴
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
師
長
の
返
信
は
、
信
範
→
近

臣
→
貴
人
（
院
な
ど
）
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
披
露
が
前
提
と
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
え
て
記

さ
な
か
っ
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
（
註
19
）。
加
え
て
追
而
書
の
末
尾
は
「
進
献
」
と
あ
る
。

信
範
に
直
接
宛
て
た
書
状
で
あ
れ
ば
書
札
礼
で
上
位
に
宛
て
た
厚
礼
の
「
進
上
」
で
も
良
さ

指示 進捗確認・催促奏上

女院・摂関など天皇・院

宣下

上卿・藤原師長

宣旨 (官宣旨・外記宣旨 )

弁官局・外記局

案件担当諸官司

「彼御札」送付蔵人頭・平信範 近臣

書状・彼御札送付書状・口宣案等進献 ※宣旨＝(宣旨書・口宣)が未達

解釈A
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そ
う
で
あ
る
が
、
あ
え
て
よ
り
最
厚
礼
の
表
現
で
記
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て

い
よ
う
。
以
上
の
筆
者
の
見
解
を
ひ
と
ま
ず
解
釈
Ａ
（
解
釈
図
参
照
）
と
し
た
い
。

三
、
追
而
書
「
口
宣
案
」
を
め
ぐ
っ
て

　

次
に
、
追
而
書
の
内
容
を
考
え
て
み
た
い
。
師
長
は
「
口
宣
案
」
等
を
進
献
す
る
と
結
ん

で
い
る
が
、
当
然
、
本
文
の
内
容
に
対
応
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
院
や
貴
人
の
近
臣
か
ら
自

身
へ
の
催
促
、
ま
た
は
非
難
に
対
す
る
反
論
の
、
あ
る
種
の
証
拠
文
書
と
し
て
、
書
状
と
と

も
に
上
位
者
へ
の
披
露
を
前
提
に
送
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
口
宣
案
」
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
蔵
人
が
備
忘
の
た
め
に
記
し
た
文

書
の
一
つ
で
、
本
来
は
蔵
人
の
手
元
ま
た
は
蔵
人
所
に
残
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
ま
ま
当
事
者
に
回
付
す
よ
う
に
な
っ
た
文
書
で
あ
る
。
古
文
書
学
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
諸
説
が
提
示
さ
れ
た
が
、
口
宣
は
蔵
人
職
事
か
ら
上
卿
に
渡
さ
れ
る
も
の
だ
が
、「
口

宣
案
」
は
太
政
官
を
経
る
こ
と
な
く
、
当
該
案
件
の
実
務
を
担
当
す
る
当
事
者
に
直
接
送
付

さ
れ
る
も
の
と
す
る
説
が
主
流
で
あ
る
（
註
20
）。
内
容
も
主
と
し
て
叙
位
、
任
官
な
ど
人
事

に
関
す
る
事
項
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
成
立
上
限
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
後
嵯
峨
院
政

期
（
一
二
四
六
～
七
二
）
と
す
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
文
献
史
料
上
に
そ
の

語
が
見
ら
れ
る
の
も
同
時
期
以
降
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
に
登
場
す
る
「
口
宣
案
」
の
語
が
、
平
安

時
代
末
期
の
藤
原
師
長
書
状
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
末
ま

で
こ
の
語
の
使
用
が
遡
れ
る
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
言
え
ば
、
語
句

的
に
見
て
「
口
宣
案
」
は
本
来
、「
口
宣
案
文
」
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
以

降
に
主
と
し
て
朝
廷
の
人
事
上
の
叙
位
任
官
案
件
に
特
化
し
て
用
い
ら
れ
る
様
に
な
っ
た

「
口
宣
案
」
は
、「
口
宣
案
文
」
の
内
の
一
種
と
言
う
こ
と
に
な
る
（
註
21
）。
そ
の
た
め
「
口

宣
案
文
」
自
体
は
人
事
以
外
の
案
件
で
も
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
平
安
時
代
末
期
の
例
と
し
て
、
奥
州
藤
原
氏
追
討
の
件
を
あ
げ
た
い
。
文
治
五

年
（
一
一
八
七
）、
後
白
河
院
が
源
頼
朝
に
対
し
、
奥
州
藤
原
氏
の
追
討
を
命
じ
た
際
、
奉

行
職
事
藤
原
家
実
は
口
宣
を
調
え
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
上
卿
に
伝
え
ら
れ
、
弁
官
局
の
史

へ
宣
下
さ
れ
、
弁
官
局
か
ら
頼
朝
に
宣
旨
が
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に

家
実
は
「
口
宣
案
文
」
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
関
東
申
次
吉
田
経
房
の
許
に
送
り
、
経
房
は

こ
の
口
宣
案
文
に
後
白
河
院
の
院
宣
を
副
え
、
頼
朝
の
代
官
で
あ
る
京
都
守
護
一
条
能
保
の

許
に
送
付
し
、
能
保
の
使
者
が
院
宣
と
口
宣
案
文
を
携
え
頼
朝
の
許
に
も
た
ら
し
て
い
た

（
註
22
）。
こ
の
背
景
に
は
、
太
政
官
で
の
正
式
な
手
続
き
を
経
て
宣
下
の
後
に
宣
旨
（
官
宣

旨
）
が
下
さ
れ
る
場
合
は
当
事
者
へ
の
交
付
に
日
数
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
追
討
な
ど
危
急

な
案
件
で
は
支
障
を
来
す
。
迅
速
な
執
行
を
企
図
し
て
、
宣
旨
（
官
宣
旨
）
の
発
給
、
当
事

者
へ
の
持
参
を
待
た
ず
、
宣
旨
（
官
宣
旨
）
の
手
続
き
に
並
行
し
て
直
接
に
事
案
の
当
事
者

へ
口
宣
案
文
を
送
付
す
る
こ
と
で
処
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
口
宣
案
」
と
明

記
さ
れ
な
い
が
、
上
卿
の
手
か
ら
口
宣
の
正
文
が
弁
官
局
に
送
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
宣

下
が
行
わ
れ
る
た
め
、
吉
田
経
房
が
受
け
取
っ
た
の
は
案
文
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

奥
州
藤
原
氏
の
追
討
と
い
う
内
容
か
ら
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
人
事
案
件
の
文
書
と
し
て

一
般
化
す
る
「
口
宣
案
」
と
は
異
質
の
「
口
宣
案
文
」
の
存
在
は
少
な
く
と
も
平
安
時
代
末

期
に
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
師
長
書
状
の
「
口
宣
案
」
は
、「
口
宣
案
文
」

を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
語
の
使
用
の
上
限
の
遡
及
に
関
し
て
は
後
考
を

待
ち
た
い
。

　

そ
し
て
前
節
で
筆
者
は
、
師
長
の
立
場
を
上
卿
と
措
定
し
た
が
、
こ
う
し
た
過
程
を
再
考

す
れ
ば
、
別
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
口
宣
→
宣
下
→
宣
旨
（
外
記
宣
旨
・

官
宣
旨
）
の
発
給
と
い
う
太
政
官
で
の
手
続
き
に
並
行
し
て
、「
口
宣
案
文
」
は
事
案
の
当

事
者
に
直
接
送
付
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
当
然
、「
口
宣
案
文
」
の
方
が
宣
旨
よ
り
早

く
当
事
者
に
渡
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
早
期
通
達
を
期
待
し
た
も
の
で
、
当
然
な
が
ら
遅

れ
て
届
く
宣
旨
（
外
記
宣
旨
・
官
宣
旨
）
に
よ
っ
て
正
式
に
案
件
の
執
行
が
命
ぜ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
時
差
が
生
じ
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
点
を
師
長
書
状
に
当
て
は
め
て
再
度

内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
師
長
自
身
が
案
件
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
急
ぎ
の
案
件
と
し
て
最
初

に
「
口
宣
案
文
」
に
よ
り
通
知
さ
れ
て
い
た
が
、
執
行
に
つ
い
て
は
正
式
に
命
ず
る
宣
旨

（
外
記
宣
旨
・
官
宣
旨
）
の
下
着
を
待
っ
て
い
た
。
蔵
人
頭
平
信
範
か
ら
の
書
状
と
と
も

に
、
こ
の
案
件
に
関
わ
る
貴
人
の
近
臣
が
信
範
に
送
っ
た
「
彼
御
札
」
が
届
き
、
案
件
の
進

捗
確
認
か
執
行
が
催
促
さ
れ
た
。
師
長
は
「
正
式
に
執
行
を
命
じ
る
宣
旨
（
外
記
宣
旨
・
官

宣
旨
）
が
下
さ
れ
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
（
進
捗
確
認
や
催
促
を
受
け
る
の
は
）
不
審

で
あ
る
。
宣
旨
が
届
き
次
第
（
正
式
に
実
務
担
当
者
に
）
下
知
す
る
。（
事
前
に
口
宣
案
文

に
て
執
行
内
容
自
体
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
決
し
て
遅
怠
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
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ら
、
そ
の
証
拠
と
し
て
）
口
宣
案
文
等
を
進
献
す
る
」
と
反
駁
し
た
返
信
と
す
る
理
解
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
以
上
の
説
を
解
釈
Ｂ
と
し
た
い
（
解
釈
図
参
照
）。
こ
の
場
合
、
案

件
執
行
の
当
事
者
と
し
て
の
師
長
の
立
場
は
、
上
卿
で
は
な
く
諸
官
司
の
長
な
ど
太
政
官
か

ら
の
執
行
命
令
を
受
け
、
実
際
に
当
事
者
と
し
て
公
事
案
件
に
対
処
す
る
立
場
が
想
起
さ
れ

る
。

　

師
長
は
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
以
降
朝
廷
に
復
帰
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
よ
う
に
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
に
権
大
納
言
、
同
二
年
に
大
納
言
、
同
三
年
に
は
左

近
衛
大
将
を
兼
ね
（
註
23
）、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
に
は
内
大
臣
と
な
り
、
公
卿
と
し
て

の
昇
進
を
重
ね
た
（
註
24
）。
ま
た
そ
れ
ま
で
に
は
「
有
職
」
の
公
卿
と
し
て
、
仁
安
三
年
六

月
に
法
勝
寺
上
卿
（
註
25
）、
同
年
八
月
に
高
倉
天
皇
即
位
に
あ
た
り
大
嘗
会
検
校
を
（
註

26
）、
同
四
年
正
月
に
は
左
馬
寮
御
監
を
兼
ね
る
な
ど
（
註
27
）、
廷
臣
の
中
で
も
そ
の
有
能
さ

が
評
価
さ
れ
要
職
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
平
清
盛
の
義
妹
平
滋
子
が
皇
太
后
と
な
る
と
皇
太

后
宮
大
夫
を
兼
ね
て
お
り
（
註
28
）、
平
氏
政
権
と
の
関
係
も
結
ん
で
い
た
。
公
事
執
行
を
直

接
指
揮
し
て
責
任
を
負
う
立
場
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
左
近
衛
大
将
な
ど
の
諸
官
司
の
長

や
、
臨
時
の
上
卿
な
ど
が
該
当
し
よ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
本
件
に
直
接
関
わ
る
史
料
は
他
に
見
出
せ
な
い
た
め
、
確
定
す
る
に
は
至
ら

な
い
。
本
稿
で
は
以
上
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
解
釈
を
提
示
す
る
に
止
め
た
い
が
、
と
も
あ
れ
、
師

長
が
公
事
に
関
わ
る
案
件
の
対
応
を
巡
り
、
蔵
人
頭
平
信
範
に
対
し
送
っ
た
返
信
の
書
状
と

す
る
理
解
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

四
、
書
状
の
背
景
─「
積
鬱
」
の
原
因

　

最
後
に
、
こ
の
師
長
書
状
が
出
さ
れ
た
背
景
を
探
る
こ
と
で
、
年
代
を
推
定
し
て
み
た

い
。
書
止
文
言
は
「
謹
言
」
で
、
月
日
も
数
字
分
下
が
っ
た
位
置
か
ら
の
書
き
出
し
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
尊
大
、
薄
礼
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た
。
書
札
礼
か
ら
、
こ
の
時
師
長
は
比
較

的
高
位
、
高
官
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
権
大
納
言
に
任
官
し
た
仁
安
元

年
十
一
月
か
ら
政
変
に
よ
り
失
脚
し
た
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
間
が
、
ま
ず
外

枠
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
次
に
紙
背
が
『
兵
範
記
』
の
料
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
と
す
る

筆
者
の
仮
説
に
依
拠
す
れ
ば
、
宛
所
は
平
信
範
に
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
『
兵
範
記
』
紙
背

文
書
に
お
け
る
、
信
範
の
許
に
公
事
に
関
わ
る
文
書
の
集
中
す
る
時
期
が
、
蔵
人
頭
を
務
め

た
仁
安
二
年
二
月
か
ら
解
官
さ
れ
備
後
国
に
配
流
さ
れ
た
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
十
二
月

で
あ
る
た
め
、
外
枠
は
さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
る
。
こ
の
期
間
は
ま
た
、
既
述
の
師
長
が
公
卿

と
し
て
累
進
を
重
ね
、
諸
官
司
や
臨
時
上
卿
な
ど
を
勤
め
て
い
た
時
期
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
絞
る
た
め
に
、
本
文
書
き
出
し
の
語
、「
積
鬱
」
に
つ
い
て
こ
こ
で
考
え
て
み
た

い
。
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
至
る
ま
で
、
古
文
書
や
古
記
録
で
一
般
的
に
使

用
さ
れ
た
語
で
、
意
は
「
苦
し
く
つ
ら
い
気
持
ち
が
積
も
り
重
な
る
こ
と
」、「
心
配
が
積
も

る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
心
配
」
と
な
る
。
書
状
の
冒
頭
に
あ
る
の
で
、
挨
拶
と
し
て
の
形
式

的
な
表
現
と
し
て
捉
え
れ
ば
、「
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
か
ら
の
手
紙
を

い
た
だ
き
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
か
。
何
気
な
い
言
い
回
し
な
の

で
他
意
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
師
長
は
こ
の
時
、
心
配
事
な
ど
精
神
的
に

進捗確認・催促指示奏上

女院・摂関など天皇・院

宣旨 (口宣・宣旨書 )

師
長
書
状
・
口
宣
案
等

宣下

上卿

※宣旨 (官宣旨・外記宣旨 )が未達

弁官局・外記局

案件担当諸官司の長・藤原師長

「彼御札」送付蔵人頭・平信範 近臣

書
状
・「
彼
御
札
」

口
宣
案

解釈B
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鬱
積
し
た
状
態
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
単
な
る
不
調
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
に
理
由

が
な
い
の
か
を
史
料
か
ら
探
っ
て
み
る
と
、
実
は
廷
臣
と
し
て
の
師
長
に
と
っ
て
、
大
き
な

事
件
が
こ
の
期
間
に
起
こ
っ
て
い
た
。

①
　
師
長
の
離
縁
と
失
踪
事
件

　

一
つ
目
は
仁
安
二
年
四
月
、
師
長
は
配
流
の
時
期
を
支
え
た
糟
糠
の
妻
で
あ
る
藤
原
顕
頼

女
を
突
如
離
別
し
、
自
身
の
住
ま
う
九
条
第
か
ら
出
奔
し
た
。
故
近
衛
基
実
の
後
室
平
盛
子

（
一
一
五
六
～
七
九
。
清
盛
女
）
が
住
む
白
川
第
に
向
か
っ
た
と
の
伝
聞
が
広
が
っ
た
。
師

長
は
未
亡
人
と
な
っ
た
盛
子
の
婿
と
し
て
再
婚
を
画
策
し
、
そ
の
既
成
事
実
の
た
め
、
同
居

生
活
を
始
め
た
と
い
う
。
基
実
の
嫡
子
は
基
通
（
一
一
六
〇
～
一
二
三
三
）
で
あ
る
が
盛
子

の
実
子
で
は
な
く
、
ま
た
幼
少
で
あ
る
た
め
、
摂
関
家
当
主
の
座
は
忠
通
の
子
松
殿
基
房

（
師
長
に
と
っ
て
は
従
兄
弟
）
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
摂
関
領
の
大
半
は
後
家
と
な
っ
た
盛

子
が
基
通
の
嫡
母
と
し
て
継
承
し
、
そ
の
外
祖
父
と
し
て
実
質
的
に
は
清
盛
が
管
理
す
る
体

制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
師
長
は
盛
子
と
の
再
婚
に
よ
っ
て
摂
関
家
領
の
継
承
の
み
な
ら
ず

清
盛
の
支
援
を
取
り
付
け
、
摂
関
就
任
の
道
を
模
索
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
清
盛
に

と
っ
て
は
、
す
で
に
基
房
が
摂
政
と
な
り
摂
関
家
を
継
承
し
て
い
る
点
や
、
平
氏
政
権
に

と
っ
て
基
通
が
成
人
す
る
ま
で
の
中
継
ぎ
と
し
て
の
師
長
の
摂
関
家
当
主
就
任
と
い
う
選
択

は
、
益
が
薄
い
と
の
政
治
的
判
断
か
ら
、
清
盛
は
基
通
の
支
援
を
継
続
し
て
、
摂
関
家
の

「
大
殿
」
と
し
て
の
立
場
を
選
択
し
た
た
め
、
結
局
二
人
の
再
婚
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
師
長
と
し
て
は
糟
糠
の
妻
と
離
別
し
て
ま
で
自
身
の
野
心
実
現
に
邁
進
し
た
果
て

の
結
末
に
、
落
胆
の
程
が
知
ら
れ
る
。
結
果
的
に
は
室
を
失
う
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
も
大

き
く
挫
折
を
味
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
註
29
）。

②
　
松
殿
基
房
と
の
確
執

　

二
つ
目
は
摂
関
家
当
主
の
座
を
め
ぐ
る
基
房
と
の
確
執
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
近

衛
基
実
の
早
す
ぎ
る
死
に
よ
っ
て
、
摂
関
家
当
主
の
座
は
弟
の
松
殿
基
房
に
移
行
し
た
が
、

師
長
は
頼
長
流
の
継
承
者
と
し
て
、
自
身
の
摂
関
就
任
に
固
執
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
に

は
、
そ
も
そ
も
忠
実
─
頼
長
─
師
長
が
正
統
な
摂
関
家
の
継
承
順
と
す
る
自
意
識
が
あ
り
、

忠
通
流
で
も
基
房
の
継
承
は
想
定
外
と
す
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
（
公
卿
間
で
も
同
様
で

あ
っ
た
）。
ま
た
基
房
は
師
長
よ
り
も
若
年
で
、
廷
臣
間
で
も
そ
の
公
事
執
行
能
力
に
疑
問

符
が
付
け
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
師
長
の
左
近
衛
大
将
兼
任
は
、
摂
関
家
師
弟
の
先
例
に

依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
先
に
摂
関
就
任
を
見
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

つ
ま
り
師
長
は
若
年
に
し
て
摂
政
と
な
っ
た
基
房
に
対
す
る
嫉
視
と
挑
戦
的
意
図
が
心
に
存

し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
、
仁
安
三
年
十
一
月
二
十
日
に
両
者
の
対

立
を
示
す
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
日
、
五
節
の
舞
を
天
皇
が
下
見
す
る
「
帳

ち
ょ
う
だ
い
の
こ
こ
ろ
み

台
試
」
が

行
わ
れ
、
皇
太
后
平
滋
子
の
行
啓
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
皇
太
后
宮
大
夫
も
兼
ね
た
師
長
は

当
然
供
奉
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
当
日
に
な
り
、
同
日
に
行
わ
れ
た
叙
位
儀
出
席
の
た
め
、
装

束
を
束
帯
に
改
め
る
の
を
厭
い
、
供
奉
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
条
実
房
の
分
析
で
は
、

こ
れ
に
参
加
し
た
摂
政
基
房
に
供
奉
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
と
い
う
の
が
事
の
真
相
と
い

う
。
当
然
、
基
房
は
激
怒
し
師
長
を
解
官
し
た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
翌
月
に
は
還
任
さ
れ
て

い
る
の
で
、
摂
政
基
房
に
よ
る
懲
罰
的
意
味
合
い
が
あ
っ
た
か
）（
註
30
）。

　

こ
の
事
件
は
両
者
が
摂
関
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
こ
と
、
師
長
が
若
年
で
公
事
の
能

力
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
基
房
を
、
自
分
よ
り
も
下
位
に
見
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
供
奉
に

よ
り
廷
臣
た
ち
に
基
房
の
風
下
に
立
つ
様
に
映
る
姿
を
拒
否
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
摂
関
就

任
に
つ
い
て
常
に
内
在
し
て
い
た
不
満
が
、
供
奉
を
契
機
に
発
露
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

つ
ま
り
こ
の
頃
、
基
房
に
対
し
鬱
積
し
た
不
満
や
嫉
妬
を
師
長
が
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
よ
う
。

　

こ
う
し
た
摂
関
就
任
へ
の
焦
燥
は
以
後
も
持
ち
続
け
た
よ
う
で
、
師
長
は
後
白
河
院
の
近

臣
藤
原
成
親
の
娘
と
再
婚
し
、
さ
ら
に
は
成
親
の
子
成
宗
を
養
子
に
迎
え
た
。
こ
れ
は
院
の

支
援
で
摂
関
就
任
を
狙
う
手
段
に
切
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
安
元
元
年
十
一
月
に
内
大
臣

に
昇
り
、
摂
関
就
任
の
一
歩
手
前
ま
で
迫
っ
た
が
、
建
春
門
院
滋
子
が
同
二
年
七
月
死
去
す

る
と
、
院
と
師
長
と
の
関
係
は
疎
遠
と
な
り
、
院
も
か
つ
て
保
元
の
乱
で
対
立
し
た
頼
長
の

子
で
あ
る
師
長
で
は
な
く
、
松
殿
基
房
と
の
提
携
を
選
択
し
て
、
平
清
盛
＝
近
衛
基
通
と
の

対
立
路
線
を
取
り
始
め
た
た
め
、
師
長
は
遊
離
し
て
し
ま
う
形
と
な
り
、
支
援
は
途
絶
え

た
。
こ
こ
に
師
長
は
つ
い
に
太
政
大
臣
へ
の
就
任
を
願
う
よ
う
に
な
る
。
摂
関
家
で
は
摂

政
・
関
白
を
経
て
太
政
大
臣
に
な
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
内
大
臣
止
ま
り
の
師
長
が
太
政
大

臣
を
望
む
こ
と
は
、
摂
関
就
任
を
諦
め
た
こ
と
を
示
す
。
政
治
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
野
心

は
挫
折
し
た
と
見
る
が
、
太
政
大
臣
任
官
後
も
公
事
に
関
わ
る
こ
と
を
願
っ
た
と
さ
れ
る
か
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ら
、
朝
廷
で
の
政
務
に
は
強
い
執
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
廷
臣
と
し
て
の
師
長
に
関
わ
る
二
つ
の
事
件
か
ら
、
仁
安
二
年
か
ら
三
年

に
か
け
て
、
師
長
の
鬱
積
し
た
気
分
は
高
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
師
長
書
状
に
あ
る

「
積
鬱
」
が
こ
れ
ら
の
事
件
の
背
景
と
同
じ
で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
内
心
に
思
う

と
こ
ろ
が
あ
り
鬱
屈
し
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
い
っ
ぽ
う
で
こ

の
時
期
は
「
有
職
」
の
公
卿
と
し
て
活
躍
し
た
期
間
と
も
重
な
り
、
師
長
は
摂
関
就
任
の
野

心
を
持
ち
、
基
房
と
の
確
執
や
不
満
を
抱
き
つ
つ
、
朝
廷
の
公
事
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
時
期
の
や
り
と
り
を
こ
の
師
長
書
状
は
示
し
て
い
る
と

考
え
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
師
長
書
状
に
つ
い
て
文
化
財
学
的
考
察
を
基
礎
に
検
討
を
加
え
て
み
た
が
、
そ
の

知
見
を
ま
と
め
て
み
る
。
料
紙
は
楮
を
原
料
と
す
る
質
の
高
い
大
型
の
檀
紙
で
、
平
安
時
代

後
期
の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
書
札
礼
は
尊
大
、
薄
礼
で
、
配
流
先
か
ら
朝
廷
に
復
帰
し
た

時
期
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
料
紙
の
表
面
に
は
他
の
書
状
の
文
面
が
転
写
さ
れ
た
墨
映

文
書
が
確
認
で
き
、
紙
背
に
も
墨
書
痕
が
一
部
残
る
点
、
透
過
光
下
に
よ
る
顕
微
鏡
観
察

で
、
楮
の
繊
維
に
緩
い
打
紙
加
工
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
日
記
料
紙
に
転
用
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
書
状
が
近
衛
家
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
、
摂
関
家
家
司
平
信
範
の

『
兵
範
記
』
が
裏
面
に
記
さ
れ
、
近
衛
家
熙
の
時
代
に
日
記
と
書
状
が
相
剝
ぎ
さ
れ
、
書
状

は
掛
幅
装
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
指
摘
し
た
。

　

書
状
の
現
状
と
伝
来
を
も
と
に
類
推
し
て
、
蔵
人
頭
平
信
範
に
宛
て
た
と
仮
定
し
、
文
中

の
「
宣
旨
」、「
口
宣
案
」
な
ど
の
語
か
ら
は
、
朝
廷
の
公
事
案
件
の
執
行
に
関
し
て
出
さ
れ

た
返
信
と
考
察
し
た
。
ま
た
「
彼
御
札
」
の
語
か
ら
は
、
書
状
の
背
景
に
、
天
皇
、
ま
た
は

院
、
女
院
、
摂
関
家
当
主
な
ど
の
高
位
の
存
在
が
窺
わ
れ
、
案
件
の
進
捗
確
認
や
執
行
を
催

促
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
推
定
し
、
こ
の
書
状
は
、
そ
の
反
論
の
証
拠
と
し
て
「
口
宣
案
」

を
信
範
の
許
に
送
っ
た
際
に
し
た
た
め
ら
れ
た
返
信
と
結
論
し
た
。
ま
た
「
積
鬱
」
の
語
を

も
と
に
、
当
時
の
記
録
か
ら
師
長
が
置
か
れ
て
い
た
政
治
的
な
状
況
を
検
討
し
、
精
神
的
に

も
抑
圧
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
仁
安
二
・
三
年
あ
た
り
を
作
成
年
代
に
推
定
し
た
。

　

本
書
状
は
師
長
の
朝
廷
内
に
お
け
る
公
事
執
行
の
姿
を
端
的
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
安

時
代
末
期
の
太
政
官
政
に
お
け
る
事
務
処
理
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
歴
史
学
的
、
古
文

書
学
的
に
評
価
で
き
よ
う
。
特
に
「
宣
旨
」
に
関
わ
る
「
口
宣
案
」
の
位
置
づ
け
な
ど
、
鎌

倉
時
代
以
降
に
見
ら
れ
る
事
象
が
、
平
安
時
代
末
期
に
ま
で
遡
れ
る
可
能
性
を
提
示
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
口
宣
案
」
と
い
う
語
自
体
が
鎌
倉
期
の
も
の
と
一
致
す
る

か
、
ま
た
使
用
例
が
当
該
期
ま
で
遡
及
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
し
、
後
の
課
題
と

し
た
い
。

�

（
た
か
な
し 

ま
さ
ゆ
き　

当
館
学
芸
部
調
査
・
保
存
課
長
）

註（
1
）	

①
樋
口
健
太
郎
「
藤
原
師
長
論
」（
同
『
中
世
摂
関
家
の
家
と
権
力
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一

年
、
第
三
章
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）。
②
同
『
藤
原
頼
長
・
師
長
─
よ
く
王
事
を
勤
め
以
て
我
が

恩
に
報
い
よ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
四
年
、
第
九
・
十
章
、
二
三
七
～
二
八
一
頁
）。

（
2
）	

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
三
巻
解
説
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
一
九
八
・
一
九
九

頁
。
毎
日
新
聞
社
・
至
宝
委
員
会
事
務
局
編
『
皇
室
の
至
宝
』
10
御
物
・
書
跡
Ⅰ
、
毎
日
新
聞

社
、
一
九
九
二
年
、
二
四
九
・
二
五
〇
頁
（
湯
山
賢
一
氏
執
筆
）。
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編

『（
新
版
）
雅
・
美
・
巧
─
所
蔵
名
品
三
〇
〇
選
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
名
品
図
録
）・
上
』
宮

内
庁
、
二
〇
〇
三
年
、
三
一
頁
。
宮
内
庁
書
陵
部
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館

展
覧
会
図
録
№
74
書
の
美
、
文
字
の
巧
』
二
〇
一
六
年
、
四
二
頁
。
小
松
氏
以
外
は
皇
居
三
の
丸

尚
蔵
館
収
蔵
の
藤
原
師
長
書
状
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
管
見
の
限
り
、
小
松
氏
の
ほ
か
に
他
の

師
長
書
状
を
扱
っ
た
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
図
録
や
解
説
と
い
う
性
格
上
、
本
文
内

容
の
解
釈
を
主
と
す
る
。

（
3
）	「
吉
田
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本3071.64-22

）。

（
4
）	

前
掲
註
2
、
小
松
氏
編
著
所
収
、
藤
原
師
長
消
息
。

（
5
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
（
台
紙
付
写
真-551-11001

、
台
紙
付
写
真-902-

11268

）。

（
6
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
（
台
紙
付
写
真-767-10378

）。

（
7
）	

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
伏971

。

（
8
）	
高
田
智
仁
「
近
衛
家
掛
軸
の
表
具
に
関
す
る
一
考
察
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
二
一
、二
〇
一
一

年
）。

（
9
）	

中
世
古
文
書
料
紙
の
竪
横
比
率
は
一
般
的
に
一
対
一
・
六
で
あ
る
が
、
近
世
に
な
る
と
一
・
五
以
下

と
比
率
が
下
が
る
傾
向
が
あ
る
（
富
田
正
弘
「
中
世
に
お
け
る
牛
王
宝
印
の
料
紙
に
つ
い
て
」、

『
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
年
報
』
五
、 

二
〇
一
五
年
、
五
九
頁
）。
た
だ
し
平
安
時
代
の
料
紙

で
は
一
・
七
、 
一
・
八
と
比
較
的
に
比
率
が
高
い
た
め
、
総
じ
て
平
安
期
の
古
文
書
料
紙
は
横
が
長

い
と
も
の
判
断
さ
れ
る
。
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（
10
）	
筆
者
の
云
う
檀
紙
と
は
い
わ
ゆ
る
「
中
世
檀
紙
」
を
指
し
、
そ
の
特
徴
は
、
①
原
料
は
楮
繊
維
、

②
地
色
は
白
色
、
③
簀
の
目
、
糸
目
は
反
射
光
で
は
ほ
ぼ
目
視
し
得
ず
、
透
過
光
下
で
微
か
に
視

認
さ
れ
る
程
度
、
④
一
部
に
截
断
繊
維
や
米
粉
が
少
量
含
ま
れ
る
、
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
師
長

書
状
の
諸
特
徴
は
所
謂
、
中
世
の
「
引
合
紙
」
に
近
い
も
の
だ
が
（
高
島
晶
彦
・
名
和
知
彦
「
室

町
時
代
の
引
合
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
研
究
』
八
八
、二
〇
一
九
年
、
八
九
頁
）、
史
料
上
で
の
初

見
が
鎌
倉
時
代
後
期
で
あ
る
た
め
（『
実
躬
卿
記
』
正
安
四
年
二
月
二
日
条
）、
当
該
期
で
の
名
称

と
し
て
は
採
用
せ
ず
、
本
稿
で
は
「
質
の
高
い
大
型
の
檀
紙
」
と
し
た
。

（
11
）	

毎
日
新
聞
社
・
至
宝
委
員
会
事
務
局
編
『
皇
室
の
至
宝
』
10
御
物
・
書
跡
Ⅰ
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
二
年
、
二
四
九
・
二
五
〇
頁
（
湯
山
賢
一
氏
執
筆
）。
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『（
新
版
）

雅
・
美
・
巧
─
所
蔵
名
品
三
〇
〇
選
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
名
品
図
録
）・
上
』
宮
内
庁
、

二
〇
〇
三
年
、
三
一
頁
。
宮
内
庁
書
陵
部
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
展
覧
会

図
録
№
74
書
の
美
、
文
字
の
巧
』
二
〇
一
六
年
、
四
二
頁
。

（
12
）	『
愚
昧
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
永
万
二
年
七
月
十
二
日
条
。

（
13
）	『
愚
昧
記
』
治
承
五
年
正
月
廿
日
条
。

（
14
）	『
愚
昧
記
』
仁
安
三
年
十
一
月
十
三
日
条
。

（
15
）	

尾
上
陽
介
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
目
録
（
十
五
函
之
内
第
十
一
函
及
第
十
二

函
）」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
研
究
』）
四
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
同

「『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
や
そ
の
他
の
断
簡
か
ら
の
発
見
」（
田
島
公
編
『
近
衞
家
名
宝
か
ら
た
ど

る
宮
廷
文
化
史
─
陽
明
文
庫
が
伝
え
る
千
年
の
み
や
び
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

（
16
）	

藤
原
重
雄
「
権
大
納
言
某
書
状
─
墨
映
「
主
殿
寮
年
預
補
任
状
案
」─
」
名
和
修
・
尾
上
陽
介
・

田
島
公
監
修
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
三
（
二
〇
二
一
年
度
）』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
公
益
財

団
法
人
陽
明
文
庫
、
二
〇
二
二
年
、
二
八
～
三
三
頁
。

（
17
）	

ち
な
み
に
陽
明
文
庫
蔵
『
人
車
記
（
兵
範
記
）』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳6173.38-

22

）
嘉
応
元
年
一
二
月
清
書
本
の
連
続
す
る
紙
背
文
書
中
の
九
月
廿
日
付
源
頼
政
書
状
か
ら
九
月

廿
三
日
付
藤
原
能
盛
書
状
ま
で
に
も
、
師
長
書
状
の
様
な
墨
影
が
確
認
で
き
る
。

（
18
）	

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
に
収
蔵
さ
れ
る
平
重
盛
書
状
も
家
煕
表
具
で
あ
り
、『
兵
範
記
』
の
料
紙
に

再
利
用
さ
れ
近
衛
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
拙
稿
「
平
重
盛
書
状
考
─
料
紙
と
書
札

礼
、
伝
来
」、『
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
二
九
、二
〇
二
三
年
、
同
「
平
重
盛
書

状
」、『
古
文
書
研
究
』
九
五
、二
〇
二
三
年
）。

（
19
）	

宛
所
未
記
載
の
当
該
期
間
中
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
請
文
が
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
中
に
散
見
さ

れ
る
（
具
体
例
と
し
て
は
、
陽
明
文
庫
蔵
『
人
車
記
（
兵
範
記
）』
仁
安
三
年
三
月
清
書
本
紙

背
、
九
月
三
日
付
源
仲
綱
請
文
、
九
月
一
九
日
付
某
頼
季
請
文
、
四
月
廿
九
日
付
権
中
納
言
某
請

文
な
ど
）。

（
20
）	

富
田
正
弘
「
口
宣
・
口
宣
案
の
成
立
と
変
遷
─
院
政
＝
親
政
と
天
皇
＝
太
政
官
政
─
」（
同
『
中

世
公
家
政
治
文
書
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
第
二
部
第
四
章
）。

（
21
）	

前
掲
註
（
20
）
二
五
九
頁
。

（
22
）	『
吾
妻
鏡
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
文
治
五
年
九
月
九
日
条
。
前
掲
註
（
20
）
二
六
〇
～
二
六
二

頁
。

（
23
）	『
兵
範
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
仁
安
三
年
九
月
四
日
条
。『
公
卿
補
任
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

仁
安
三
年
。

（
24
）	『
玉
葉
』（
図
書
寮
叢
刊
）
安
元
元
年
十
一
月
廿
八
日
条
。『
公
卿
補
任
』
承
安
五
年
（
安
元
元
年
）。

（
25
）	『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
六
月
十
七
日
条
。

（
26
）	『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
八
月
七
日
条
。

（
27
）	『
兵
範
記
』
仁
安
四
年
正
月
二
日
条
。『
公
卿
補
任
』
仁
安
四
年
（
嘉
応
元
年
）。

（
28
）	『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
八
月
十
二
日
条
。『
公
卿
補
任
』
仁
安
三
年
。

（
29
）	『
玉
葉
』
仁
安
二
年
五
月
一
日
条
。
前
掲
註
1
①
二
〇
六
～
二
〇
八
頁
。
②
二
六
一
～
二
六
五
頁
。

（
30
）	『
愚
昧
記
』
仁
安
三
年
十
一
月
廿
日
条
。
前
掲
註
1
①
一
九
九
～
二
〇
一
頁
。
②
二
六
五
・
二
六
六

頁
。



（髙梨論文参照）

2　藤原師長書状（全図）　当館収蔵

1　藤原師長書状



尚
蔵
─
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要

創
刊
号
（
通
号
三
〇
号
）

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

編
集

発
行

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
─
八

制
作

株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
東
五
─
五
─
九
一

翻
訳

山
口
敏
之
（
株
式
会
社
イ
ー
・
シ
ー
）

二
〇
二
五
年
三
月
三
一
日
発
行

©2025, �The Museum of the Imperial Collections, 
Sannomaru Shozokan

　
本
紀
要
の
投
稿
原
稿
は
、
編
集
委
員
に
お
い
て
査
読
を
経

た
審
査
を
し
、
採
用
決
定
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
は
、
収
蔵
品
お
よ
び
館
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

を
題
材
と
し
、
関
連
諸
学
（
美
学
・
美
術
史
学
、
歴
史
学
、

考
古
学
、
博
物
館
学
、
博
物
館
教
育
、
博
物
館
情
報
、
保
存

科
学
等
）
に
お
け
る
研
究
、
お
よ
び
上
記
以
外
の
館
の
活
動

に
関
わ
る
事
業
・
事
例
等
報
告
と
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
事
業
・
事
例
等
報
告
や
調
査
概
報
に
つ
い
て

は
、
査
読
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

編
　
集

　
委

　
員

委
員
長

　
　
建

　
石

　
　
　
徹

戸
　
田

　
浩

　
之

五
　
味

　
　
　
聖

髙
　
梨

　
真

　
行

瀬
　
谷

　
　
　
愛

（114）

念
校
（
35
字
×
29
行
×
２
段
＝
２
０
３
０
字
）

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
中
、
作
品

　

名
や
作
者
、
制
作
年
な
ど
の
表
記
は
、
紀
要
発
行

　

当
時
の
も
の
で
す
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
の
著
作　

　

権
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
皇
居
三
の

　

丸
尚
蔵
館
に
属
し
、
本
フ
ァ
イ
ル
を
改
変
、
再
配

　

布
す
る
な
ど
の
行
為
は
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
で

　

き
ま
せ
ん
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
に
掲
載
さ

　

れ
た
文
章
や
図
版
を
利
用
す
る
場
合
は
、
出
典
を

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
版
を
出
版
・
放

　

送
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
研
究
資
料
な
ど
に
使
用
す

　

る
場
合
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
手
続
き

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


